
６年で拠点数9倍！

拠点数・職員数が増えても、

保育の考え方を統一し、

管理職が育つ仕組みとは

特別ゲスト講師

学校法人せいわのわ
理事長 山中 秀馬 氏

主
催 株式会社船井総合研究所

〒541-0041大阪市中央区北浜4-4-10 船井総研 大阪本社ビル

【保育業界向け】保育の質・職員の質向上セミナー お問い合わせNo. S115744

拠点を任せられる管理職育成を実現する職員育成のポイントとは？エッセンスは中面へ

カリキュラムマネジメントの

活用で、保育・教育の質も向上！

2018年から2024年までで

2拠点→18拠点に拡大することができた、
管理職育成・現場職員の
質向上メソッドを大公開！

施設の運営・管理を任せられる職員が育たない…
指導計画や記録も監査対応のみで、
保育の質・教育の質が下がっていないか心配…
仕事にやりがいを感じている
「保育が好き」な職員が少ない…
人を採用してもすぐに辞めてしまい定着しない…

そんな保育園・認定こども園は必見！



学校法人せいわのわ

理事長 山中 秀馬 氏

カリキュラムマネジメントの手法を導入し、
6年で2拠点から18拠点まで拡大する中で、
次々と管理職を輩出できるようになる
までのストーリー

経歴：2011年 岡山大学大学院教育学研究科 卒業
2011年 認定こども園清和幼稚園 入職
2013年認定こども園清和幼稚園 副園長就任
2021年 高知福祉専門学校 教育課程論 講師就任
2021年 認定こども園清和幼稚園みどりの丘 園長就任
2022年 学校法人清和幼稚園 理事長就任

資格：保育士資格, 幼稚園教諭専修免許,
小学校教諭1種, 中学校教諭1種,高等学校教諭1種

当
法
人
は
高
知
県
高
知
市
で
１
９
５
１
年
か
ら
保
育
園
の

運
営
を
始
め
、
１
９
６
３
年
に
２
園
目
と
な
る
幼
稚
園
を
開

園
し
て
か
ら
、
長
年
２
拠
点
で
の
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
で
も
少
子
化
が
進
み
、
当
時
運
営

し
て
い
た
幼
稚
園
の
園
児
数
が
１
０
０
名
を
切
っ
た
時
、
今

後
の
さ
ら
な
る
少
子
化
を
見
据
え
て
、
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。

幼
稚
園
の
利
用
児
童
が
減
少
し
て
い
た
た
め
、
「ま
ず
は
乳

児
保
育
を
始
め
、
早
期
の
接
点
作
り
を
行
わ
な
け
れ
ば…

」

と
考
え
、
当
時
私
学
助
成
だ
っ
た
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

化
を
進
め
、
乳
児
保
育
を
ス
タ
ー
ト
す
る
等
の
施
策
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
年
々
進
む
少
子
化
を
目
の
当
た
り
に
し
、
教

育
・保
育
事
業
だ
け
で
は
い
づ
れ
法
人
運
営
が
厳
し
く
な
る

時
が
来
る
、
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
改
め
て
法
人
と

し
て
の
中
長
期
的
な
計
画
を
立
て
、
地
域
全
体
の
総
合
子
育

て
支
援
拠
点
と
し
て
教
育
・保
育
だ
け
で
な
く
福
祉
事
業
の

実
施
や
、
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
先

の
年
齢
ま
で
利
用
が
で
き
る
施
設
を
運
営
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
し
た
。

地
域
の
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

抱
え
て
い
た
焦
り

地
域
の
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、

抱
え
て
い
た
焦
り
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拠
点
展
開
を
行
う
中
で

感
じ
て
い
た
悩
み

拠
点
展
開
を
行
う
中
で

感
じ
て
い
た
悩
み

構想していた法人としてのビジョン

法
人
と
し
て
の
構
想
を
達
成
す
る
た
め
に
ま
ず
は
、

２
０
１
９
年
に
小
規
模
保
育
事
業
や
企
業
主
導
型
保
育
事

業
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
参
入
し
、
運
営
拠
点

を
６
拠
点
と
し
ま
し
た
。
法
人
と
し
て
順
調
に
拠
点
を
展
開

で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
大
き
な
落

と
し
穴
が
あ
っ
た
の
で
す
・・・

職
員
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
や
一
斉
退
職
で
、

拠
点
存
続
の
危
機
に
・・・

職
員
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
や
一
斉
退
職
で
、

拠
点
存
続
の
危
機
に
・・・

拠
点
展
開
を
行
う
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
大
き

く
異
な
る
ペ
ー
ス
で
新
入
職
員
の
採
用
を
行
い
、

有
資
格
者
を
中
心
に
中
途
採
用
を
加
速
化
し
た

こ
と
で
、
様
々
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
職
員
が
増
加

し
ま
し
た
。
最
初
は
些
細
な
違
和
感
と
し
て
、
保

育
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
や
、
こ
れ
ま
で
長

く
法
人
で
働
い
て
い
る
職
員
と
、
新
た
に
中
途

採
用
し
た
職
員
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ

ラ
ー
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
拠
点
展
開
を

行
う
中
の
忙
し
さ
で
、
大
き
な
問
題
と
し
て
、

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
徐
々

に
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
き
、
こ
れ
ま
で
法

人
に
勤
め
て
く
れ
て
い
た
職
員
か
ら
、
離
職

者
が
発
生
し
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
新
卒
の

職
員
も
定
着
し
な
く
な
り
、
離
職
希
望
の
職

員
に
理
由
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
保
育

園
か
ら
中
途
採
用
し
た
職
員
が
乳
児
ク
ラ

ス
で
パ
ワ
ハ
ラ
を
起
こ
し
て
い
た
の
で
す
。

す
ぐ
に
配
置
転
換
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま
し

た
が
、
別
の
園
で
も
園
長
を
任
せ
た
中
途
採

用
の
職
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
り
、

法人の拠点数の推移

小
規
模
保
育
事
業
で
も
３
名
が
同
時
に
退
職
す
る
等
、
様
々
な
拠
点

で
同
時
多
発
的
に
退
職
が
発
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
法
人
は
常
勤
職
員
十
数
人
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で
、
退
職
者
が
発
生
す
る
こ
と
も
珍
し
か
っ
た
た
め
、
当
事
者
も
含
め

全
職
員
と
面
談
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
に
対
す
る
考
え
方
や
、
価
値
観
の
違
い
か
ら
、

無
意
識
に
問
題
行
動
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
状
況

保
育
に
対
す
る
考
え
方
や
、
価
値
観
の
違
い
か
ら
、

無
意
識
に
問
題
行
動
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
状
況

面
談
を
行
う
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ

て
い
た
本
人
自
身
に
は
自
覚
が
な
く
、
保
育
観
や
社
会
通
念
等
、
個
々

人
が
当
た
り
前
と
考
え
て
い
る
認
識
が
そ
も
そ
も
違
う
こ
と
で
お
互

い
が
理
解
し
あ
え
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

ベ
ー
ス
と
な
る
価
値
観
が
違
い
、
法
人
内
で
共
通
と
な
る
考
え
方
が
、
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存
在
し
な
い
た
め
、
職
員
同
士
で
話
し
合
い
を
行
っ
て
も
平
行
線
と

な
っ
て
し
ま
い
、
前
に
進
ま
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
す
。
法
人
と

し
て
早
急
に
議
論
を
行
う
た
め
の
共
通
の
価
値
観
と
な
る
土
台
の
形

成
が
必
要
で
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

導
入
で
変
わ
り
始
め
た
法
人

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

導
入
で
変
わ
り
始
め
た
法
人

職
員
間
の
関
係
性
の
問
題
は
、

日
々
の
保
育
内
容
に
も
波
及

職
員
間
の
関
係
性
の
問
題
は
、

日
々
の
保
育
内
容
に
も
波
及

ま
た
、
現
場
の
保
育
の
進
め
方
に
も
様
々
な
価
値
観
の
中
途
職
員
が

入
職
し
た
影
響
が
出
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
法
人
で
の
保
育
は
、

「主
体
的
・対
話
的
・遊
び
中
心
」と
い
う
視
点
を
重
視
し
て
お
り
、
画
一

的
な
基
準
が
な
か
っ
た
た
め
、
現
場
の
職
員
レ
ベ
ル
で
も
、
遊
び
の
深

め
方
が
わ
か
ら
な
い
職
員
が
増
え
て
い
た
の
で
す
。
そ
も
そ
も
前
の
園

と
保
育
の
や
り
方
が
異
な
る
た
め
、
手
順
が
わ
か
ら
な
い
状
況
に
加
え
、

各
自
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
頼
っ
て
保
育
を
行
う
た
め
、
新
卒
の
職
員

を
始
め
と
し
た
若
手
保
育
士
中
心
に
、
「自
分
自
身
の
保
育
が
あ
っ
て

い
る
か
不
安
に
な
る
」「実
績
が
積
み
上
げ
ら
れ
な
い
の
で
保
育
の
専

門
性
が
高
ま
ら
な
い
」「基
準
が
な
く
最
終
的
に
は
セ
ン
ス
勝
負
に
な

る
の
で
属
人
的
に
な
る
（あ
の
先
生
な
ら
任
せ
ら
れ
る
け
ど…

と
い
っ

た
形
で
専
門
性
が
職
場
の
中
で
共
有
で
き
な
い
）」と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
日
々
の
活
動
の
中
で
も
「設
定
保
育
」に
つ
い
て
は
、
指
導
手

順
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
お
り
、
職
員
も
悩
ま
な
い
。
誰
が
見
て
も
分
か
る

結
果
が
で
る
（成
果
が
分
か
り
や
す
い
）も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「設
定
保
育
」と
同
じ
よ
う
に
自
由
保
育
や
保
育
の
質
を
深
め
て
い
く
指

導
計
画
の
作
成
や
そ
の
評
価
を
「進
め
る
手
順
」が
分
か
れ
ば
職
員
も

保
育
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
保
育
の
価
値
観

が
統
一
で
き
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か…

そ
う
考
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

解
決
策
は
、
学
校
等
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
「カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」の
活
用
に
あ
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
教
育
要
領
等
を
正
し
く
把
握

し
、
特
色
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
創
り
を
可
能
に
す
る
た
め
の
全
遂
行

事
項
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
保
育
の
中
で
遂
行
事
項
の

う
ち
、
ど
の
項
目
が
で
き
て
い
な
い
か
が
明
確
に
な
り
、
保
育
の
振
り

返
り
の
中
で
、
よ
り
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
、
ま
た
は
課

題
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
決
め
る
と
い
っ
た

P
D

C
A

サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
で
徐
々
に
園
内
に
「共
通
認
識
」が
で

き
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
法
人
の
考
え
を
ベ
ー
ス

に
し
つ
つ
、
自
分
自
身
で
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
法
人
全
体

の
視
点
を
も
ち
、
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
職
員
間
の

会
話
も
増
え
、
徐
々
に
昔
の
法
人
の
雰
囲
気
が
戻
っ
て
き
た
の
で
す
。

職
員
に
起
こ
っ
た
変
化
の
一
部
を
次
に
記
載
し
ま
す
。
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職
員
に
起
こ
っ
た
変
化
（一
部
）

職
員
に
起
こ
っ
た
変
化
（一
部
）

法
人
内
か
ら
管
理
者
を
輩
出
し
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
法
人
へ

法
人
内
か
ら
管
理
者
を
輩
出
し
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
法
人
へ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
職
員
の
意
識
が
変
わ
っ
た
こ

と
で
、
法
人
内
か
ら
次
の
拠
点
の
管
理
職
を
任
せ
る
人
財
が
出
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
毎
年
２
～
３
拠
点
を
安
定
し
て
展
開
で
き
る
体

制
が
整
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
監
査
対
応
の
た
め
に
作
成
し
て
い
る
こ
と

が
多
か
っ
た
指
導
計
画
や
記
録
に
つ
い
て
も
、
実
際
の
保
育
内
容
の
作

成
や
振
り
返
り
に
使
用
す
る
こ
と
で
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
で
す
。
職
員
に
起
こ
っ
た
変
化
で
も
記
載
し
ま
し
た
が
、
日
々

の
保
育
の
基
準
が
明
確
に
な
る
こ
と
で
、
着
実
に
自
分
が
保
育
が
で
き

て
い
る
と
感
じ
る→

尺
度
が
明
確
に
な
る→

今
後
の
方
向
性
が
明
確
に

な
る→

仕
事
に
や
り
が
い
（保
育
の
楽
し
さ
）を
感
じ
る
よ
う
に
な
る→

着
実
に
自
分
が
保
育
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
る
と
い
っ
た
正
の
ス
パ
イ

ラ
ル
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者
対
応
に
お
い
て
も
「具
体
的
な
言

葉
で
子
ど
も
が
ど
う
成
長
し
た
か
」を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
法

人
に
対
す
る
保
護
者
満
足
度
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
「職
員
が
育
た
な
い
・管
理
職
を
任
せ
ら
れ
る
人
財
が
い
な
い
」

「法
人
内
で
教
育
・保
育
の
基
準
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
」と
お
悩
み
の

法
人
理
事
長
・代
表
の
方
々
へ
参
考
に
な
り
ま
す
と
幸
い
で
す
。



保育の基準を統一し、
主体的な職員を育てる
人財育成のポイント
株式会社船井総合研究所 子育て支援部 リーダー 吉田健人

保育業界に関わる経営戦略立案・保育事業新規参入・評価制度構築・働き方改革等のテーマを

中心にコンサルティングを行い、働き方改革の実施や組織体制に応じた評価制度設計に携わる。

都道府県の保育士職場環境構築事業・待機児童対策アドバイザー・子ども子育て支援事業計画の

策定等、自治体案件にも幅広く従事。保育園向けの勉強会では運営の主宰統括並びに、職員採用・

定着・育成に関わるテーマでの、講座講師や情報交換会のファシリテーションを担当している。

ここまで本冊子をお手に取り、お読みいただきありがとうございました。
申し遅れましたが、私、株式会社船井総合研究所で保育業界向けのコンサルティングを
行っております、「吉田健人」と申します。

ストーリーはいかがでしたでしょうか？
おそらく、本冊子をお読みいただいた多くの皆様は

「管理職が育つ仕組み」や「保育の考え方を統一」という言葉に
興味を持たれたのかと存じます。

それも当然で、現在保育業界の多くの法人が同じ問題に直面しているのです。
2023年末にこども大綱が発表され、2024年度末には新子育て安心プランが終了します。

政府の予測よりも8年前倒しで進む少子化時代の中、いよいよ政策も保育所の「量の整備」から
「質の向上」へとシフトしていきます。
そのような環境の中、今後も永続的に地域の保護者から選ばれる法人を作っていけるかどうかは、
法人の人財戦略にかかっていると言っても過言ではありません。

本冊子ではこの、人材戦略に対する一つの解決策をご共有させていただきました。
冊子をお読みいただき、
「具体的なカリキュラムマネジメントの手法について知りたい」
「保育の考え方を統一した具体的な実行内容を学びたい」
「職員評価制度やキャリアパス制度を整備し、働きがいのある職場環境づくりを行いたい」
とお考えの理事長・代表に向け、今回保育の考え方の統一に成功し、
毎年複数拠点を新規で開設できるほど、管理職を輩出している学校法人せいわのわの、
山中秀馬氏をゲストとしてお招きし、
ノウハウを共有していただくセミナーを企画させていただきました。

本セミナーには、法人内でカリキュラムマネジメントの手法を法人で実行するにあたって、
どのような課題があったか、具体的にどのような手順で進めたのかを中心に、

保育実践の観点から考えるカリキュラムマネジメントの実施方法や、
実際に園で使用しているツール等を余すことなくご紹介いただきます。

次のページの内容に一つでも該当する法人の理事長や代表は是非、
セミナーへの参加をご検討いただけますと幸いです。



このようなお悩みをお持ちの方、
是非セミナーにご参加ください

□職員数の増加に伴い、理事長・代表が一人ひとりと意思疎通を行う時間が減った

□役職に興味がなく、責任を負いたくない職員が多い

□法人の理念や園の保育方針・手法が職員一人ひとりに浸透していない

□園での職員間の話の中でポジティブな発言が出にくい

□経営陣と現場の職員の意識の差が大きいと感じる

□法人・園として職員に求めている保育士像の理想と現実のギャップを感じる

□地域で少子化が進む中、選ばれる法人・園づくりをしていきたいと考えている

□頼れる、信頼できる、園経営も含めて任せられるNo.2がいない

□職員が目の前の業務に必死で、「保育の質」まで考える時間がない

□キャリアアップ研修が必須化し受講を進めているが、
実際にスキルアップにつながっているかわからない

□人事評価制度がない、もしくは実施をしているが形骸化してしまいうまく機能していない

□今後、園の経営を任せられる右腕職員を育成していきたいと考えている

セミナー内容の一部をご紹介！
・2023年度の保育業界の振り返りと、2024年度以降求められる園運営

・世代別にみる職員の育成手法の変化

・保育業界に今後求められる「次世代型管理職」とは？

・自走する組織づくりを行う必要性

・監査対応だけでない、園の資産となる指導計画・記録の作成方法

・カリキュラム・マネジメントの考え方・実践方法

・園の指導計画・カリキュラムを実践・管理できる職員の育成法

・管理職の視点をもって職員を育成するための取り組み事例

・職員の「園・法人全体を考える視点」を育成する研修計画の考え方

・法人の目指す方向を示し、目標設定・管理を行うための評価制度の構築方法

・職員ごとに傾斜を付ける評価賃金制度の考え方

・中長期的な事業運営を考えるうえで、これから実施したいこと



【保育業界向け】保育の質・職員の質向上セミナー
開 催 要 綱

会場
2024年6月25日（火）

第４講座 本日のセミナーを受けて、明日から実施いただきたい事をお伝えさせていただきます。

株式会社船井総合研究所 子育て支援部 吉田 健人

本日のまとめ

第１講座

保育業界の時流
少子化が加速する人口減少時代の昨今の保育業界において、
「地域になくてはならない法人づくり」「保護者から選ばれる園づくり」は
重要な課題となっています。本セミナーの第一講座では、
量から質へ転換していくこども家庭庁の最新の政策も踏まえた
業界の最新情報をお伝えした上で、保育の質・職員の質向上に取り組む必要性、
今後求められる法人運営についてお伝えします。

株式会社船井総合研究所 子育て支援部 菊地 智也

第２講座
抽象的で統一基準のない「保育の質」を高めるためには、
保育所保育指針等の基本を理解した上で、基本に沿った計画作成・
保育の実践を通した振り返りが重要です。本講座では「カリキュラムマネジメント」
の基本から実際に園で実践する方法について、実際に法人全体で
カリキュラムマネジメントを実践している学校法人せいわのわ 理事長 山中氏より、
詳細をお話しいただきます。

学校法人せいわのわ 理事長 山中秀馬 氏

保育の質を高める「カリキュラムマネジメント」とは

第３講座
実際にカリキュラムマネジメントを園内で実施し、PDCAサイクルを
回していくためには、職員の育成の仕組み化についても必要になります。
本講座では、保育の質向上のために不可欠となる、職員の質を向上させるための、
職員評価制度・育成制度についてお伝えいたします。

株式会社船井総合研究所 子育て支援部 吉田 健人

「カリキュラムマネジメント」と職員育成を仕組み化する

セミナーのお申し込みはこちら！

株式会社船井総合研究所

船井総研セミナー事務局 E-mail:seminar271@funaisoken.co.jp
TEL:０120-964-000(平日9:30～17:30) ※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。

※お申込みに関してのよくあるご質問は「船井総研 FAQ」と検索してご確認ください

14:00～17:00
受付開始：開始時間30分前～

受講料
一般価格

会員価格

税抜30,000円（税込33，000円）/1名様

税抜24,000円（税込26，400円）/1名様

船井総合研究所 五反田オフィス
〒141-8527 東京都品川区西五反田６－１２－１
JR「五反田駅」西口より徒歩15分

●会員価格は各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へご入会中のお客様のお申込みに適用となります。

下記QRコードよりお申込みください。クレジット決済が可能です。
または船井総研ホームページ（www.funaisoken.co.jp）、右上検索窓にお問い合わせNo. 115744を入力、

検索ください。諸事情により、やむを得ず会場を変更する場合がございますので、会場はマイページにてご確認ください。
また最少催行人数に満たない場合、中止させていただくことがございます。

尚、中止の際、交通費の払戻し手数料等のお支払いはいたしかねますので、ご了承ください。

申込期限
・銀行振り込み ：開催日6日前まで
・クレジットカード：開催日4日前まで
※祝日や連休により変動する場合もございます


